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極
度
の
金
詰
り
に
苦
し
む
中
小
企
業
者
の
年
末
危
機
を
救
う
た
め
に
は
、
少
く
と
も
三
百
億
円
余
り
の
資
金
を
必
要
と
す

る
と
考
え
る
政
府
は
、
年
末
金
融
緊
急
措
置
と
し
て
資
金
運
用
部
よ
り
大
幅
に
政
府
資
金
を
放
出
し
、
中
小
企
業
專
門
金
融

機
関
す
な
わ
ち
全
国
都
市
に
散
在
し
て
一
番
窓
口
が
広
い
最
末
端
の
信
用
組
合
六
百
八
十
余
り
を
動
員
し
て
公
平
に
行
渡
る

方
法
で
従
来
の
大
銀
行
主
義
を
改
め
て
こ
こ
に
大
幅
預
託
の
途
を
ひ
ら
き
小
口
金
融
に
重
点
を
置
き
六
箇
月
の
期
間
で
安
定

資
金
を
流
す
処
置
を
講
ず
る
こ
と
が
一
番
公
正
で
あ
り
適
切
と
思
う
が
政
府
の
所
信
を
質
し
た
い
。 

大
銀
行
ほ
ど
中
小
企
業
金
融
に
熱
意
が
な
い
。
大
口
に
資
金
を
廻
し
小
口
で
手
数
の
か
か
る
中
小
企
業
金
融
を
好
ま
ぬ
の

は
従
来
の
実
績
が
示
し
て
い
る
こ
の
際
末
端
の
中
小
企
業
金
融
機
関
育
成
の
た
め
信
用
組
合
に
重
点
を
置
い
て
政
府
資
金
を

流
す
途
を
開
く
の
が
国
民
福
祉
の
た
め
に
必
要
と
思
う
が
政
府
の
右
に
関
す
る
所
信
を
伺
い
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 

中
小
企
業
の
年
末
金
融
対
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 
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